
回｜液体間際シリ ー ズとしての 「カゼナオル」展開案｜

商品概要 （商品 イメ ージ・商品コンセプトetc.)

・液体間際シリーズとしての「カゼナオル」 （液体組数俗芸略）

液体タイプを基本コンセプト とし、効果作用を強めた「強力カゼナオル」と滋養強J士ドリンク弗jに寄せた作用の「カゼナオル・ドリンクJ。作用・効果の強（治療） ・弱（補助）で展開。

液体タイプは、カゼナオルの服用車総・購買意欲の契機として、有効なコン

セプトである。特に若年層の関心は強く、現支持層にも受容される要素。こ

の点を基本に効果を強める方向と養命酒 ・ ミニドリンク剤の方向に寄せた作

用の強弱でバリエ ー ション展開し、「液体カゼナオル」のラインナップ充実。

“生調E合、眠くならない属店陳” は共通コンセプト。
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主力ターゲット

外出派（サラリー マン ・ O L）を中心に若年層をもカ バ ー
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ー剤型は液体のみにし、風邪の諸症状と液斉jをクロス
されたラインナップにする。
但し、総合感官剤とし症状対応の細分化は行オつない。

・容量、 パ ッケ ージに変化を持たせ、商品／＇，：リエ ー シ
ョンを強調する。

※カゼナオルドリンクでは、風邪で弱った胃に対応する。
これによりカゼナオルの弱点コンセプト・胃の丈夫な人
向き」をカバー。
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・展開店の諸症状に対する対応力が強化
.ij. 

・スイッチ OTC成分配合処万の方向性

yカゼナオルドリンク｜

・体力低下時・風邪による胃腸障害に効果的
i 

・生薬処方がポイント

メ リ－ッ ト
・液体としての特性がクローズアップさ才L、カゼナオJl,.が

大きく特徴づけられる。
・即効性を期待する人・ドリンク剤の受飲者をカパーし、

カゼナオルブランドのユーザーとして�できる。
・症状の重・軽によってブラ

．
ンドの使い分けが可能。

デ メ リ ッ ト
ー携帯・常備薬として適しにくい剤型
・他の邦盟にはないユーザ「ーへの味賞ます応料購となる。
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←元のページに戻る

https://ebisuplan.com/
https://ebisuplan.com/marketing_archives1980.html#coldmedicine











